我が 人生観 

(三) 私の 役割 

坂 口 安吾 



るヒマ 人の 言葉より は 数等よ ろしいだろう。 

こういうと、 私が いかにも 物臭 さで、 なんにも やり 

たがらない 人間の ようにき こえる が、 案外そう でもな 

ヽ o 

レ 

劇 を 書こうと いう 考え、 映画 をつ くりたい という 考 

えな ど を 起す ことがある。 

一昨年と 昨年、 それから 今年に なっても、 三度、 劇 

を 書き はじめて、 三度ながら 中途で 破って しまった。 

劇 を 読ませる という 目的 だけで 書き 得たら、 書き あげ 

る ことができたろう。 芝居 道に は 素人の 私で あるから、 

読ませる だけの 目的で 書いても 許して もらえ そうだが、 



書き だすと、 自然、 見せる こと を 主にして 考えて いる- 

い つも、 舞台 を 意識して いる。 それで、 つかえて しま 

、つ。 

見せる 劇 を 意識す ると、 第一、 劇の 速力の のろ さが 

筆 を にぶらせ、 近代劇の 形式 や、 色々 の 制約に、 疑惑 

をいだ いてし まう。 

小説 だと、 どこで どなたが 読む ことだろう などと 考 

える 必要 はない が、 劇と いう もの は、 舞台で なければ 

見せられな いもの だから、 劇場の 雰囲気の ことまで 考 

える。 開幕 を まつまでの 見物人の ことまで 考える に 至 

るから、 事 ここまで 思う に 至って は、 座 付 作者で もな 



というよ うな、 ゥヌ ボレ屋 のヒマ 人に、 良識 ある はず 

もな く、 選者た るの 資格 もない。 

私 はグゥ タラで、 ヒ ネクレ 根性で、 交際 ギ ライの 偏 

執 狂で あるが、 しかし、 私 は、 自分の つくすべき 役割 

への 責任 を 知り、 人の ために、 自分で つくせる 奉仕 は 

つくした いという 心の 正しい 位置 をつ きとめて いる。 

そして 交際 ギ ライと いう 殻の 中から 出 はしない が、 殻 

の 中に 隠れた ままな しうる 最善 をな したいと いう 善意 

と 努力 は 忘れない つもり だ。 

私 は 自分 を 省て、 選者た る 資格 は あると 思った の だ _ 

選者 を ひきうける とき、 考えた あげく、 自信 を 得て、 
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